
（運用要項様式第３号）
［ 駐 車 需 要 の 充 足 等 ］
　　　　　　　　　　　　　　

１　必要な駐車場の収容台数を算出するための来客の自動車の台数等の予測の結果及びその算出根拠　　　　　〔規則§４Ⅰ④〕

 (1)　指針による必要駐車台数計算式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（端数処理：四捨五入）

	 　　　　　 eq \o\ad(事項等,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 　　各事項算出のための計算式等

	 地区の区分
	 商業地区・その他地区
	  （理由　　　　　　　　　　　）

	 Ｓ：店舗面積        (注)
	             　  　　千㎡
	

	 Ａ：店舗面積当たり日来店客

     数原単位
	
	

	 Ｂ：ピーク率
	       　  　　１４．４％
	

	 Ｌ：駅からの距離
	         　  　        ｍ
	  （駅名）

	 Ｃ：自動車分担率
	 　　　　　　  　　　　％
	

	 Ｄ：平均乗車人員
	 　　　　  　　　　人／台
	

	 Ｅ：平均駐車時間係数
	
	

	    必要駐車台数
	               　　    台
	 　Ａ×(Ｓ)×Ｂ×Ｃ÷Ｄ×Ｅ

	    日来店台数
	               　　    台
	 　Ａ×(Ｓ)×Ｃ÷Ｄ

	   ピーク１時間当たりの来台数
	               　　    台
	 　Ａ×(Ｓ)×Ｂ×Ｃ÷Ｄ


    ※　「商業地区」とは，都市計画法による用途地域が「商業地域」，「近隣商業地域」及び商業機能の　　　増進を目的とする特別用途地区を，「その他地区」とはそれ以外の地域をいう。

　　※　駅には、ＪＲ・私鉄の地上駅をはじめ、地下鉄、路面電車、モノレール等の駅、バスターミナル等を含む。

 (2)　特別な事情による駐車台数の算出【指針による計算式によらない場合のみ記載】


	 必要駐車台数
	          台
	

	 必要駐車台数算出根拠：


 (3)　駐車場の分散確保の有無

	  駐車場の分散確保の有無
	       　　  理　　　　　　　由              等

	
	   有　・　無
	

	 借

 上

 駐

 車

 場

 の

 場

 合
	 駐車場名
	

	
	 設置者・管理者
	

	
	 契約・利用形態

 (専用，優先，提携等)
	

	
	 来店客が駐車可能な台数

 （算出根拠）
	


 (4)　その他の駐車場の状況

　〔従業員等（業務用を含む）駐車場〕

	事　　　　　項
	有無の別
	当該小売店舗駐車場と
共用・別途の別
	収容台数
	 　　　備　　　　考

 （従業員の雇用状況や利用状況など駐車台数算定の根拠等）

	 従業員等駐車場
	  有 ・ 無
	  共用・別途
	 　      台
	


　〔併設施設の駐車場〕

　　　　（注）以下の欄は，併設施設が付設されている場合だけでなく，付設が予定されている場合も記載　　　　　　すること。また，併設施設利用者の車両と小売店舗利用者の車両が共用されるような駐車場形　　　　　　態の場合には，併設施設の利用者等の駐車台数を考慮して，小売店舗利用者の「必要駐車台　　　　　　　数」が確保できるよう措置すること。

　

ア　オフィス・マンション等，小売店舗とは利用者が独立して考えられる併設施設

	名　称
	施設種別
	面  積
	当該小売店舗駐車場
と共用・別途の別
	必要駐車

台　　数
	算出根拠
	収容台数

	
	
	       ㎡
	 　共用・別途
	 　 　台
	
	      台

	
	
	       ㎡
	 　共用・別途
	 　 　台
	
	      台

	        合　計
	       ㎡
	
	      台
	
	      台


　　   （注）当該施設の収容能力，利用時間，回転率等をもとに算出根拠を示すこと。　

イ　飲食店，銀行ＡＴＭ，クリーニング，映画館，ボーリング場，ゲームセンター，温浴施設等，小　売店舗の集客に影響を与える蓋然性を有する併設施設

	名　称
	業務内容
	面  積
	当該小売店舗駐車場
と共用・別途の別
	必要駐車

台　　数
	算出根拠
	収容台数

	
	
	       ㎡
	 　共用・別途
	 　 　台
	
	      台

	
	
	       ㎡
	 　共用・別途
	 　 　台
	
	      台

	        合　計
	       ㎡
	
	      台
	
	      台


       （注）当該施設の面積の合計が当該小売店舗の面積の２割を超えない範囲である場合は，下欄に記載すること。（この場合は，上記「(1)　指針による必要駐車台数計算式」の必要駐車台数の内数として考え，小売店舗の集客に影響を与える蓋然性を有する併設施設の駐車場について別途考慮する必要はない。）

　　　　　　〔ｓ：小売店舗と利用者層が同一の併設施設面積の合計〕（端数処理：四捨五入）

	ｓ
	㎡

	Ｓ：店舗面積×０．２
	㎡


      ウ　小売店舗がその施設の一部となるような小売店舗以上の集客力を有する併設施設（小売店舗が大

　　　　規模なアミューズメント施設や博覧会施設の一部であるような場合）

	 　必要駐車台数
	
	

	 必要駐車台数算出根拠：


２　駐車場の構造、収容台数、面積及び敷地の状況（小売店舗、併設施設等を含む全体の収容台数）
      （例）
	 No.
	駐車場の構造
	収容台数
	面　 　積

	駐車区画の大きさ

	
	
	一般用
	身障者用
	
	一般用
	身障者用

	　　　

	
	   　　　 台　　　　
	　　　    台　　　　
	 　　　  ㎡

	 ｍ ×　ｍ

	 ｍ ×　ｍ


	
	
	　　　　
	　　　　
	　　　　
	　　　　
	　　　　

	合　計
	   　　　 台　　　　
	　　　    台　　　　
	 　　　  ㎡

	
	


	
	※駐車場の構造
	

	  ・建物外平面駐車場（自走式）              ・専用駐車場ビル（自走式）
  ・地下駐車場      （自走式）              ・屋上等建物内設置方式（自走式・地下を除く）
  ・平面駐車場（機械式／専用建物）          ・平面駐車場（機械式／共用建物）
  ・循環駐車場（機械式／専用建物）          ・循環駐車場（機械式／共用建物）



	駐車料金の
徴収の有無
	駐車場条例による届出
駐車場とする予定の有無
	入口ゲートの
入庫処理時間
	※契約形態

	  有　・　無
　　　　　
	        有　・　無
　　　　　　　　　　　
	　　　　　　
　　　　　　
	　　　　　　　　
　　　　　　　　

	　　　　　
	　　　　　　　　　　　
	　　　　　　
	　　　　　　　　


	※契約形態
  →自社所有／賃貸契約（専用・特約の別を記載）


３　駐車場の自動車の出入口の形式又は来客の自動車の方向別台数の予測の結果等駐車場の自動車の出入口　の数及び位置を設定するために必要な事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔規則§４Ⅰ⑤〕

 (1)　駐車場の自動車の出入口の形式

　　①　駐車場の入庫処理能力【自走式で発券ブースのない駐車場は記載の必要なし】

	出入口の場所
	１時間当り入庫処理能力
	ピーク１時間に予想される来客の自動車台数

	 別添配置図上 No.○
	                 　  台
	                       台

	 別添配置図上 No.○
	            　       台
	                       台


↑

        　　　　　　　６０分　　　　　　　　　　　　発券ブース等の台数（１つの入り口で発券
         （メーカーから提供される１台当りの処理時間     ×　　　　　　　ブース等が複数台設置されている場合）
        　            　　  ＋乗客の乗降時間）                        （端数処理：　　　　　　）   

　
　②　敷地内駐車待ちスペース

	出入口

の場所
	駐車待ちｽ
ﾍﾟｰｽの有無
	実際に用意
する駐車待
ちスペース
	発券ブー

スの有無
	必要な駐車待ちスペース
	駐車待ちスペース｢無｣の場合

	
	
	
	
	 長さ ｍ
	 算出根拠等
	 その理由・対策

	 別添配置図上 №○
	  有・無
	       ｍ
	  有・無
	
	
	

	 別添配置図上 №○
	  有・無
	       ｍ
	  有・無
	
	
	


                                                                  ↑

        当該入口の１分当りの来台数 × １．６ － 当該入口の１分当りの入庫処理可能台数 × ６ (平均車頭間隔)
(2)　敷地周辺の道路の状況


	項　　　　目
	 道路 No.1

 （道路名：　  　　）
	 道路 No.2

 （道路名：　  　　）
	 道路 No.3

 （道路名：　  　　）
	 ○○○

 （道路名：　  　　）

	 eq \o\ad(道路幅員,　　　　　　　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(（車線数）,　　　　　　　　　　　　　　　　)
歩道の有無・幅員
	     　　     ｍ

       　　 車線

 有・無 　　　ｍ
	              ｍ

            車線

 有・無　　 　ｍ
	      　　    ｍ

      　　  車線

 有・無 　　　ｍ
	       　     ｍ

     　     車線

 有・無 　　　ｍ

	 eq \o\ad(交通規制,　　　　　　　　　　　　　　　　)
	
	
	
	

	 eq \o\ad(信号交差点数,　　　　　　　　　　　　　　　　)
（うち右折帯設置の交差点
数）
	   　  　 交差点

 （ 　　 交差点）
	  　　    交差点

 （  　  交差点）
	  　　    交差点

 （　 　 交差点）
	   　     交差点

 （ 　   交差点）

	横断歩道等の状況
	 　　有・無
	 　　有・無
	 　　有・無
	 　　有・無

	 eq \o\ad(通学路の有無,　　　　　　　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(利用者数,　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 　　有・無

     　　     人
	 　　有・無

 　　         人
	 　　有・無

  　　        人
	  　 有・無

   　　       人

	 eq \o\ad(バス路線の有無,　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 　　有・無
	 　　有・無
	 　　有・無
	  　 有・無



 (3)　来客の自動車の方向別台数の予測の結果等

　　①　現状の平日，休日（日曜）それぞれの交通量調査の結果

	  eq \o\ad(調査年月日,　　　　　　　　　　　　)
	 　　 年　月　日（　）

  　　年　月　日（　）

	  eq \o\ad(調査場所,　　　　　　　　　　　　)
	

	 調査の委託先
	

	  eq \o\ad(調査方法,　　　　　　　　　　　　)
	

	  eq \o\ad(調査結果,　　　　　　　　　　　　)
	 ＜別添資料とすること＞


　　②　開店後の周辺道路の交通量の予測

	  eq \o\ad(予測方法,　　　　　　　　　　　　)
	

	  eq \o\ad(予測の根拠,　　　　　　　　　　　　)
	

	  eq \o\ad(予測結果,　　　　　　　　　　　　)
	 ＜別添資料とすること＞


 (4)　集客力の高い併設施設の利用者の交通量の予測

      【小売店舗の集客に影響を与える蓋然性を有する併設施設で当該併設施設の面積の合計が小売店舗面　　　　積の２割を超える場合，又は小売店舗がその施設の一部となるような小売店舗以上の集客力を有す　　　　る併設施設がある場合のみ実施】

	 eq \o\ad(予測方法,　　　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(予測の根拠,　　　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(予測結果,　　　　　　　　　　　　)
	＜別添資料とすること＞


４　来客の自動車を駐車場に案内する経路及び方法〔規則§４Ⅰ⑥〕

 (1)　周辺見取図に来客の自動車の案内経路を表示した図面　＜別　添＞


 (2)　経路等を来店者に知らせる方法

	  　項　　　目
	 　　　　　 eq \o\ad(具体的な内容,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	  案内表示の設置

 （看板等）
	 （設置場所・内容等）

 　→＜別添周辺見取図上に記載＞

	  ちらし等の配付
	 （配付方法・内容等）

	  交通整理員

  の配置
	 （配置場所・人数・配置日時等）

 　→＜別添周辺見取図上に記載＞

	  eq \o\ad(その他,　　　　　　　　　　　　　　)
	


       （注）案内表示（看板等）の設置場所及び交通整理員の配置場所については周辺見取図の中にその　　　　　予定場所を記載すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 (3)　交通への支障を回避するための方策等　

	 交通への支障回避の方策
	 　　　　　 eq \o\ad(具体的な内容,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	交通整理員の配置
	 配置場所：＜別添配置図上に記載＞

 配置人数：

 配置日・時間：

	左折入出庫の原則等
	



 (4)  経路の設定 

　　①　経路の設定にあたり考慮した点
	 ・右折待ち渋滞の回避
 ・通学路への配慮　　　　
 ・深夜営業時の配慮      等があれば、具体的に記載すること。


　
　　②　設置者が行う交通対策等の予定　


    ③　パークアンドライド事業等公共交通計画等との連携の有無

	 公共交通計画等との連携の有無
	            （有の場合）その具体的内容

	       （  有  ・ 無  ）
	 (駐車場・荷さばき施設の配置，運営方法等についての配慮)


　  ④　バス・タクシー等の停車場の設置の有無

	


５ 駐輪場の計画（原動機付き自転車を含む）
 (1)　駐輪台数の算出根拠
   ア  指針参考による駐輪台数の算出

　　　店舗面積（　　　　㎡）　÷　　３５㎡　＝　（　　　　　台）

　 イ　その他の方法による駐輪台数の算出

　　　

	駐輪場附置

条例の有無
	有（条例名　　　　　　　　　　　　　　　　）　・　　　無

	必要駐輪台数の予測結果及び算出根拠
	（例）

 項　　　　目

 予測数値
 　　　予測数値の根拠等

  eq \o\ad(日来店客数,　　　　　　　　　　　　)
人／日

  eq \o\ad(ピーク率,　　　　　　　　　　　　)
％

 分担率
％

 平均駐輪時間

分

 必要駐輪台数

台



	必要駐輪台数
	台



 (2)　駐輪場の構造，収容台数及び面積

	駐輪場 No.
	駐輪場構造
	収容台数
	面　 　積
	駐輪区画の大きさ

	
	
	
	
	 一般用
	 三輪車・バイク用

	
	    　　　 台
	 　　　    台
	  　　　  ㎡
	 　 ｍ 　　 ｍ

       ×
	 　 ｍ 　　 ｍ

       ×

	
	
	
	
	
	



 (3)　駐輪場の管理体制


（例）
	  項　　　　　目
	 　               内                   容

	 整理員等の配置
	 配置場所：

 配置時間：

 人　　数：

	 営業時間外の管理等
	


 (4)　駐輪場案内の表示方法


６ 自動二輪車駐車場の計画
　　（1）　自動二輪車駐車場台数の算出根拠
	駐車場附置

条例の有無
	有（条例名　　　　　　　　　　　　　　　　）　・　　　無

	必要台数の予測結果及び算出根拠
	（例）

 項　　　　目

 予測数値
 　　　予測数値の根拠等

  eq \o\ad(日来店客数,　　　　　　　　　　　　)
人／日

  eq \o\ad(ピーク率,　　　　　　　　　　　　)
％

 分担率
％

 平均駐車時間

分

 必要台数
台



	必要台数
	台



　　(2)　自動二輪車駐車場の構造，収容台数及び面積

	自動二輪車

駐車場 No.
	自動二輪車

駐車場構造
	収容台数
	面　 　積
	駐車区画の大きさ

	
	    　　　 台
	 　　　    台
	  　　　  ㎡
	 　 ｍ 　　 ｍ  　 ｍ 　　 ｍ

       ×             ×

	
	
	
	
	



　　(3)　自動二輪車駐車場の管理体制


（例）
	  項　　　　　目
	 　               内                   容

	 整理員等の配置
	 配置場所：

 配置時間：

 人　　数：

	 営業時間外の管理等
	


　 (4)　自動二輪車駐車場案内の表示方法


７　荷さばき施設において商品の搬出入を行うための自動車の台数及び荷さばきを行う時間帯
　　〔規則§４Ⅰ⑦〕

 (1)　荷さばき施設の概要

	 荷さばき

 施設 No.

 (平面図記載番号)
	同時作業の可能な台数
	 待機スペース

 の有無・広さ

	
	 想定する車両の大きさ
	  台　数
	

	
	
	       台
	 無・有→広さ

   （　 m×   m）


 (2)　荷さばきを行う時間帯

	時間帯
	車両の大きさ
	車両台数
	 平均的な

 処理時間(分）
	 荷さばき待

 ちの台数

	：  ～　  ：
	 ４ｔ未満

 ４ｔ以上１０ｔ未満

 １０ｔ以上
	 　　　　台　

         台　

         台　
	
	       　台　

         台　

         台　

	
	計
	         台　
	　
	         台　

	 　  ：  ～　  ：

 （1時間毎に記載）
	
	
	
	　

	      合計
	
	
	
	


 (3)　搬出入車両の出入口の数     

	 専用出入口の有無
	 搬出入車両の出入口の数
	         対　　応　　等

	      　無
	
	 「無」の理由

	     　 有
	 　　　　　　　　箇所
	


 (4)  小売業者が複数の場合の荷さばき施設の運営計画        


 (5)  搬出入事業者への混雑が少なくなるような経路選択の働きかけ      


 (6)  搬出入の経路上に学校等が位置する場合の運行時間帯，交通整理員の配置等の配慮


８ その他の施設の配置及び運営方法に関する計画 【特記すべき事項があれば，記載すること】

 (1)　歩行者の通行の利便の確保等のための計画

	 歩行者通路確保のための対策
	 　　 eq \o\ad(具体的な内容等,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	
	

	
	 里道の付け替え，工事，用途

 廃止等の有無
	 無・有（→公共施設の管理者の同意等）

	 夜間照明等の設置の有無
	 無・有（→具体的な内容）


９　その他（特記事項）

	


１０　交通量予測の変化等      

（記載例）
 (1)　需要予測（指針より）

　　①　日来店客数：　　　　　（人／日）

　　②　日来店台数：　　　　　（台／日）

　　③　ピーク時来店台数　　　　台

　　④　必要駐車場台数：        台

　　⑤　駐車場収容台数：　　　　台

　　

 (2)　来店台数

　　　　平日＝　　　　台／日（既存店の平日・休日来店台数比率より算出）

　　　　休日＝　　　　台／日（指針に基づいて算出）


 (3)　方面別来店比率

	
	入　　　　場

	
	 　合計
	北方向から
	 東方向から
	 南方向から
	 西方向から

	
	 １００％
	        ％
	         ％
	         ％
	         ％

	 平日ピーク時交通量（台）
	
	
	
	
	

	 休日ピーク時交通量（台）
	
	
	
	
	


	
	出　　　　場

	
	 　合計
	 北方向へ
	  東方向へ
	  南方向へ
	  西方向へ

	
	 １００％
	        ％
	         ％
	         ％
	         ％

	 平日ピーク時交通量（台）
	
	
	
	
	

	 休日ピーク時交通量（台）
	
	
	
	
	


(4)　方面別時間帯別来店者の予測

　　①　平日の予測

	 　時間帯
	入場
	出場

	
	 比率
	北方向から
	東方向から
	南方向から
	西方向から
	合計
	 比率
	北方向へ
	東方向へ
	南方向へ
	西方向へ
	合計

	
	
	   ％
	   ％
	   ％
	   ％
	
	
	   ％
	   ％
	   ％
	   ％
	

	 9:00～10:00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	10:00～11:00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	21:00～22:00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	22:00～23:00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	 合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	 指針
	14.4％
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　ピーク時と予測される○時台の来店者数比率は，○％であるが，大規模小売店舗立地法の指針に基　　　づき14.4％として計算した。

　　②　休日の予測
	 　時間帯
	入場
	出場

	
	 比率
	北方向から
	東方向から
	南方向から
	西方向から
	合計
	 比率
	北方向へ
	東方向へ
	南方向へ
	西方向へ
	合計

	
	
	   ％
	   ％
	   ％
	   ％
	
	
	   ％
	   ％
	   ％
	   ％
	

	 9:00～10:00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	10:00～11:00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	21:00～22:00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	22:00～23:00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	 合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	 指針
	14.4％
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　ピーク時と予測される○時台の来店者数比率は，○％であるが，大規模小売店舗立地法の指針に基　　　づき14.4％として計算した。

 (5)　交通量調査結果

　①　平　　日

　＜調査方向１＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：台）

	 　　　　 車種

 時間帯
	 普通車
	 大型車
	 自動車小計
	  二輪車
	 全車種合計
	 自転車
	 歩行者

	   9:00～10:00
	
	
	
	
	
	
	

	  10:00～11:00
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	  18:00～19:00
	
	
	
	
	
	
	

	  19:00～20:00
	
	
	
	
	
	
	

	       計
	
	
	
	
	
	
	


　＜調査方向○＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：台）

	 　　　　 車種

 時間帯
	 普通車
	 大型車
	 自動車小計
	  二輪車
	 全車種合計
	 自転車
	 歩行者

	   9:00～10:00
	
	
	
	
	
	
	

	  10:00～11:00
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	  18:00～19:00
	
	
	
	
	
	
	

	  19:00～20:00
	
	
	
	
	
	
	

	       計
	
	
	
	
	
	
	


　＜交差点交通量＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：台）

	 　　　　 車種

 時間帯
	 普通車
	 大型車
	 自動車小計
	  二輪車
	 全車種合計
	 自転車
	 歩行者

	   9:00～10:00
	
	
	
	
	
	
	

	  10:00～11:00
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	  18:00～19:00
	
	
	
	
	
	
	

	  19:00～20:00
	
	
	
	
	
	
	

	       計
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　②　休　　日

　＜調査方向１＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：台）

	 　　　　 車種

 時間帯
	 普通車
	 大型車
	 自動車小計
	  二輪車
	 全車種合計
	 自転車
	 歩行者

	   9:00～10:00
	
	
	
	
	
	
	

	  10:00～11:00
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	  18:00～19:00
	
	
	
	
	
	
	

	  19:00～20:00
	
	
	
	
	
	
	

	       計
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　＜調査方向○＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：台）

	 　　　　 車種

 時間帯
	 普通車
	 大型車
	 自動車小計
	  二輪車
	 全車種合計
	 自転車
	 歩行者

	   9:00～10:00
	
	
	
	
	
	
	

	  10:00～11:00
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	  18:00～19:00
	
	
	
	
	
	
	

	  19:00～20:00
	
	
	
	
	
	
	

	       計
	
	
	
	
	
	
	


　＜交差点交通量＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：台）
	 　　　　 車種

 時間帯
	 普通車
	 大型車
	 自動車小計
	  二輪車
	 全車種合計
	 自転車
	 歩行者

	   9:00～10:00
	
	
	
	
	
	
	

	  10:00～11:00
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	  18:00～19:00
	
	
	
	
	
	
	

	  19:00～20:00
	
	
	
	
	
	
	

	       計
	
	
	
	
	
	
	



 (6)　現況と開店後における交通量の比較と解析

　　①　交差点等の交通量　

  　

      ア　平日○○時台

　　＜現　況＞（交通量調査結果）　　　　　　＜開店後＞（交通量予測結果）


                                       →
  　　イ　休日○○時台

　　＜現　況＞（交通量調査結果）　　　　　　＜開店後＞（交通量予測結果）


                                       →
　　②　交差点等の車線別混雑度・滞留長

　　　　交差点〔　　　　　　　　　〕

	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	　需要率
 ピーク時

	
	直左
	右
	直左
	右
	直左
	右
	直左
	右
	

	平

日
	現　況
	混雑度
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	滞留長
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	開店後
	混雑度
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	滞留長
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	休

日
	現　況
	混雑度
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	滞留長
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	開店後
	混雑度
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	滞留長
	
	
	
	
	
	
	
	
	



 (7)　評価と対策

	





































































































 特別な事情の説明：











・　主たる施設についての必要駐車台数の根拠等を基に小売店舗の必要駐車台数を算出することとし，


　小売店舗の必要駐車台数は上記(2)「特別な事情による駐車台数の算出」に記載すること。


・　算出根拠については，収容能力，利用者数，利用時間，回転率等をもとに算出根拠を示すこと。











 ・別添「周辺見取図」に敷地周辺の道路の「Ｎｏ．」を表示すること。














 ・「交通規制」欄には，交通規制の内容を記載し，「周辺見取図」にも規制内容を記入すること。


 ・「横断歩道等の状況」欄には，横断者の多寡及び近くの学校等公共施設名を記載すること。














 ・調査エリアは原則として経路予定


   の店舗周辺最寄りの交差点とする


 ・調査時間帯は，開店から閉店まで


   の時間帯（プラス前後１時間）と


 　する。


 ・調査内容としては車種及び時間帯


   別，方向別の台数を調査する。


 ・調査結果は別添資料とし，周辺見


 　取図上に交差点の位置を図示する


 　こと。


 ・別添資料[添付図面について]参照














 ・開店から閉店までの時間帯（プラ


   ス前後１時間）１時間ごとの想定


   来店台数を入場，出場に分けて，


   方向別に予測し一覧表とする。


 ・予測結果は別添資料とし，周辺見


 　取図上に交差点の位置を図示する


 　こと。


 ・別添資料[添付図面について]参照














 ・開店から閉店までの時間帯（プラ


   ス前後１時間）１時間ごとの想定


   来店台数を入場，出場に分けて，


   方向別に予測し一覧表とする。


 ・予測結果は別添資料とし，必要に


 　応じ、(3)と同一の図面上に表示するものとする。














 →　別添資料[添付図面について]参照











 ・イベント・売出し等の特定日に特別な対策を予定している場合にも記載すること。














 (事前協議の際に指摘事項があればその対応策）

















 ・可能であれば，既存の調査結果を添付すること














※駐輪場構造　→　平面式／立体式／機械式　等の別を記載すること














 ・整理員等の配置，時間外の管理等，駐輪場の管理体制について記入すること。














 ・看板の掲出等，表示方法を具体的に記載すること。


 ・表示場所等の位置を図面上に示すこと。














 ・可能であれば，既存の調査結果を添付すること














※駐車場構造　→　平面式／立体式／機械式　等の別を記載すること














 ・整理員等の配置、時間外の管理等、駐車場の管理体制について記入すること。














 ・看板の掲出等，表示方法を具体的に記載すること。


 ・表示場所等の位置を図面上に示すこと。














 （連絡体制，管理体制，搬出入時間帯の調整予定の有無とその内容（無の場合はその理由)を記


 載）














 （施設の管理規程や契約書等への明記等による措置を記載。規程・契約書があれば写しを添


 付）














 （対応策を記載。契約書(案)等があれば添付）　


　・学校のほか、保育所、福祉施設、病院等が経路上にある場合の配慮等についても記載すること。














　既存店平休日比率＝休日来店台数（　　台）／平日来店台数（　　台）


　　　　　　　　　＝１００／○○


　平日来店台数＝（指針に基づく来店台数）／○○


　　　　　　　＝　　　　台


　※　来店比率は（根拠）による














 ・上記に示す車種別，時間帯別の交通量を調査方向別に記入し，最後に交差点交通量（各方向別の


 　合計）を記入すること。


 ・調査交差点については、事前に協議してください｡














           Ａ 　30





             　5   11





 　　　10    　　14　　　　Ｂ


 810　     400        10


 　　 400    　   600      710


 Ｄ　　　　　10　　　 100





       　 400   100





            510


                   Ｃ














           Ａ  　30





             　5   11





 　　　10    　　14　　　　 Ｂ


  910      500        10


 　　 400    　   700      810


 Ｄ　　　　　10　　　 100





        　400  200





            610


                   Ｃ














           Ａ 　10





             　2   5





 　　　10    　　5 　　　   Ｂ


  910      400         10


 　　 500    　   700      910


 Ｄ　　　　　10　　　 200





         500   200





            710　　Ｃ














           Ａ  　10





             　2   3





 　　　10    　　5 　　　　　Ｂ


 1110      600         10


 　　 500    　   900      1110


 Ｄ　　　　　10　　　 200





         500   400





            910　　Ｃ














 ・本表は，各交差点，駐車場の出入口について作成すること。


 ・上記①，②について算出根拠を明示すること。













































































































































































条　件

















ｓ≦Ｓ×０．２


























































































































































